
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
開口部の

ことを特徴とする開口枠の取り付け 。
【請求項２】
縦枠材の内面の上端に断面略逆Ｌ字状の係合片 と共に上横枠材の両端に断面
略Ｌ字状の被係合片 、被係合片 下から上に挿入 被係合片 係合片に係
合 ことで上横枠材 縦枠材の上端間に架設 ことを特徴とする請求項１記載の
開口枠の取り付け 。
【請求項３】
縦枠材の内面の上端に水平方向に係合凹溝 設 ると共に上横枠材の長手方向の両端
に係合突部が設 、係合凹溝に対して係合突部 前後方向の移動で挿入 係合凹
溝に係合突部 係合 ことで上横枠材 縦枠材の上端間に架設 ことを特徴とす
る請求項１記載の開口枠の取り付け 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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床面に沿って下横枠材が敷設され、次いで開口部の左右両側に沿って垂直に縦枠
材が立設され、縦枠材の下端が下横枠材の長手方向の両端に係合され、縦枠材がビス、釘
等の固着具にて開口部に固定され、次いで縦枠材の上端間に亙るように上横枠材が架設さ
れて上横枠材の長手方向両端が縦枠材の上端に係合にて連結されると共に上横枠材がビス
、釘等の固着具にて開口部に固定される 方法
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本発明は、開口部に沿って開口枠を取り付ける に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、開口部に沿って開口枠を取り付けるとき、例えば、開口部の床面に沿って下横枠材
を敷設して固定し、開口部の左右両側内面に沿って縦枠材を立設して縦枠材を開口部に固
定し、開口部の上の内面に沿って左右両側の縦枠材の上端間に上横枠材を架設して上横枠
材を開口枠に固定していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように開口部に沿って開口枠を取り付け施工するとき、下横枠材や左右両側の縦枠
材は一人でも取り付け施工ができるが、上横枠材を取り付けるときは少なくとも一人が上
横枠材を支え、他の一人が上横枠材を取り付ける作業をしなければならなく、施工に人手
がいるという問題があった。また下横枠材、縦枠材及び上横枠材を相互に位置決めするの
が困難で施工性が悪いという問題があった。
【０００４】
本発明は叙述の点に鑑みてなされたものであって、人手を要せずに一人でも上横枠材の取
り付けができ、しかも下横枠材、縦枠材及び上横枠材を相互に位置決めして施工性を向上
できる開口枠の取り付け を提供するにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため本発明の請求項１の開口枠の取り付け は、開口部１の

ことを特徴とする。縦枠材
３を開口部１に沿って両側に立設した状態で両側の縦枠材３の上端間に上横枠材４を配置
し、上横枠材４の両端を縦枠材３の上端に係合することで上横枠材４を両側の縦枠材３の
上端間に連結

できるものであって、一人の作業者でも上横枠材４を両側の縦枠材３の上端間に架設
して ことができ、従って上横枠材４の取り付けが人手を要せず容易に行うこと
ができる。縦枠材３の下端を下横枠材２の長手方向の両端に係合し、上横枠材４の長手方
向の両端を縦枠材３に係合することで、下横枠材２と縦枠材３と上横枠材４とを相互に位
置決めできるものであって、開口枠の施工が容易にできる。また縦枠材３の下端を下横枠
材２の長手方向の両端に係合するために縦枠材３を開口部１に固定すれば下横枠材２も固
定でき、この点でも施工性を向上できる。
【０００６】
また本発明の請求項２の開口枠の取り付け は、請求項１において、縦枠材３の内面の
上端に断面略逆Ｌ字状の係合片６ と共に上横枠材４の両端に断面略Ｌ字状の
被係合片７ 、被係合片７ 下から上に挿入 被係合片７ 係合片６に係合

ことで上横枠材４ 縦枠材３の上端間に架設 ことを特徴とする。両側の縦枠
材３の上端間に亙るように上横枠材４を配置し、上横枠材４を上に移動させて被係合片７
を下から上に挿入して被係合片７を係合片６に係合することで上横枠材４の両端を縦枠材
３の上端に連結できるものであって、上横枠材４の連結が容易にできる。
【０００７】
また本発明の請求項３の開口枠の取り付け は、請求項１において、縦枠材３の内面の
上端に水平方向に係合凹溝８ 設 ると共に上横枠材４の長手方向の両端に係合突部
９が設 、係合凹溝８に対して係合突部９ 前後方向の移動で挿入 係合凹溝８
に係合突部９ 係合 ことで上横枠材４ 縦枠材３の上端間に架設 ことを特徴
とする。両側の縦枠材３の上端間に亙るように上横枠材４を配置し、上横枠材４を前後方
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方法 床面に
沿って下横枠材２が敷設され、次いで開口部１の左右両側に沿って垂直に縦枠材３が立設
され、縦枠材３の下端が下横枠材２の長手方向の両端に係合され、縦枠材３がビス、釘等
の固着具１０にて開口部１に固定され、次いで縦枠材３の上端間に亙るように上横枠材４
が架設されて上横枠材４の長手方向両端が縦枠材３の上端に係合にて連結されると共に上
横枠材４がビス、釘等の固着具１０にて開口部１に固定される

すると共に上横枠材４をビス、釘等の固着具１０にて開口部１に固定するこ
とが

取り付ける

方法
が設けられる

が設けられ が されて が
される が される

方法
が けられ

けられ が されて
が される が される



向に移動させて係合突部９を係合凹溝８に係合させることで上横枠材４の両端を縦枠材３
の上端に連結できるものであって、上横枠材４の連結が容易にできる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
まず、本発明の全体的な構造について説明する。
【０００９】
建物の開口部１に取り付ける開口枠は開口部１の内周に沿って下横枠材２、左右両側の縦
枠材３及び上の上横枠材４を矩形状に組み立てて形成される。図１（ａ）に示すような開
口部１の床面に沿って図１（ｂ）に示すように下横枠材２が敷設され、次いで図１（ｃ）
に示すように開口部１の左右両側に沿って垂直に縦枠材３が立設され、縦枠材３の下端が
下横枠材２の長手方向の両端に係合され、縦枠材３がビス、釘等の固着具１０にて開口部
１に固定され、次いで図１（ｄ）のように縦枠材３の上端間に亙るように上横枠材４が架
設されて上枠材４の長手方向の両端が縦枠材３の上端に係合にて連結されると共に上横枠
材４がビス、釘等の固着具１０にて開口部１に固定される。
【００１０】
下横枠材２と縦枠材３との連結部分の構造について説明すると次のようになっている。下
横枠材２の長手方向の両端の端面には図２、図３に示すように係合具１１を装着してある
。この係合具１１は図４に示すように半円状に形成されており、大径の半円状の大係合部
１１ａと小径の半円状の小係合部１１ｂとを階段状に設けてある。係合具１１から嵌合ボ
ス１２を突設してあり、嵌合ボス１２の外周に複数条の係止襞１２ａを設けてある。下横
枠材２の長手方向の端面には嵌合孔１３を設けてあり、嵌合ボス１２を嵌合孔１３に嵌合
することで係合具１１を装着してある。縦枠材３の下端には上記係合具１１を係合する半
円状の係合凹部１４を設けてあり、この係合凹部１４が大径の半円状の大係合凹部１４ａ
と小径の半円状の小係合凹部１４ｂとを有している。下横枠材２を敷設した状態で両側に
縦枠材３を立設したとき係合具１１に嵌めるように係合凹部１４を係合して下横枠材２の
両端に縦枠材３の下端が係合される。これにより下横枠材２と縦枠材３とを相互に位置決
めできて容易に取り付けることができる。また縦枠材３を固着具１０にて固着したとき下
横枠材２を固定しないでも縦枠材３にて下横枠材２を固定できる。
【００１１】
また縦枠材３の上端と上横枠材４の端部とを係合する構造を説明すると次のようになって
いる。図５に示すように縦枠材２の内面の上端には係合具１５を装着してあり、この係合
具１５には断面略逆Ｌ字状の係合片６を一体に設けてあり、係合片６の下端に係合突起６
ａを設けてある。上横枠材４の両端には被係合具１６を装着してあり、被係合具１６には
断面略Ｌ字状の被係合片７を設けてあり、被係合片７の上端に被係合突起７ａを設けてあ
る。しかして、図６に示すように作業者Ｈが両側の縦枠材３の上端間に亙るように上横枠
材４を配置し、上横枠材４を上に持ち上げるように上横枠材４を上に移動させ、係合具１
５内に差し込むように被係合片７を挿入して係合突起６ａと被係合突起７ａとを係合して
係合片６と被係合片７とを係合する。このように上横枠材４を架設して上横枠材４の両端
を縦枠材３の上端に係合連結した状態で、上横枠材４を固着具１０にて開口部１に固定す
る。
【００１２】
また図７、図８は縦枠材３の上端と上横枠材４の端部とを係合連結する構造の他例を示す
ものである。上横枠材４の両端の端面には端面板１７を装着してあり、端面板１７に係合
突部９を設けてある。端面板１７の裏面側には嵌合ダボ１８とレール嵌合縁１９とを設け
てある。上横枠材４には長手方向に亙るようにレール２０を埋設してあり、上横枠材４の
長手方向の端面に嵌合孔を設けてある。そして端面板１７を上横枠材４の端面に端面を覆
うように配置した状態で、嵌合ダボ１８が嵌合孔に嵌合されると共にレール嵌合縁１９が
レール２０の端部に嵌合されて固定される。端面板１７に設けた係合突部９は長円形状の
鍔部９ａと鍔部９ａの根元の鍔部９ａより径の小さい長円形状の首部９ｂと鍔部９ａより
突設した軸部９ｃとで構成されている。縦枠材３の上端には切り欠き２１を設けてあり、
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この切り欠き２１には係合ブロック２２を配置して装着してある。この係合ブロック２２
には係合ブロック２２と一体の取り付け板２３を垂下してあり、この取り付け板２３には
嵌合ダボ２４を設けてあり、取り付け板２３を縦枠材２の外面に沿わせると共に嵌合ダボ
２４を縦枠材３の嵌合孔に嵌合して係合ブロック２２を装着してある。係合ブロック２２
には前後方向に係合凹溝８を穿設してあり、この係合凹溝８は内面側及び前後方向の一端
側が開口している。この係合凹溝８は係合突部９の鍔部９ａが入る溝部８ａと首部９ｂを
挿通するスリット８ｂと軸部９ｃが入る溝部８ｃとで構成されている。スリット８ｂの前
後方向の一端には首部９ｂを導入しやすくするための開先８ｄを設けてあり、スリット８
ｂの下縁には係止突起８ｅを設けてある。しかして、両側の縦枠材３の上端間に亙るよう
に上横枠材４を配置し、上横枠材４を押すように上横枠材３を前後方向に移動させ、係合
突起９を係合凹溝８に挿入して係合突起９を係合凹溝８に係合させる。このように上横枠
材４を架設して上横枠材４の両端を縦枠材３の上端に係合連結した状態で、上横枠材４を
固着具１０にて開口部１に固定する。
【００１３】
【発明の効果】
本発明の請求項１の発明は、開口部の

ので、縦枠材を開口
部に沿って両側に立設した状態で両側の縦枠材の上端間に上横枠材を配置し、上横枠材の
両端を縦枠材の上端に係合することで上横枠材を両側の縦枠材の上端間に連結

できるものであって、一人の
作業者でも上横枠材を両側の縦枠材の上端間に架設して ことができ、従って上
横枠材の取り付けが人手を要せず容易に行うことができるものであり、また縦枠材の下端
を下横枠材の長手方向の両端に係合し、上横枠材の長手方向の両端を縦枠材に係合するこ
とで、下横枠材と縦枠材と上横枠材とを相互に位置決めできるものであって、開口枠の施
工が容易にできるものあり、また縦枠材の下端を下横枠材の長手方向の両端に係合するた
めに縦枠材を開口部に固定すれば下横枠材も固定でき、この点でも施工性を向上できるも
のある。
【００１４】
また本発明の請求項２の発明は、請求項１において、縦枠材の内面の上端に断面略逆Ｌ字
状の係合片 と共に上横枠材の両端に断面略Ｌ字状の被係合片 、被
係合片 下から上に挿入 被係合片 係合片に係合 ことで上横枠材 縦枠材の
上端間に架設 ので、両側の縦枠材の上端間に亙るように上横枠材を配置し、上横枠
材を上に移動させて被係合片を下から上に挿入して被係合片を係合片に係合することで上
横枠材の両端を縦枠材の上端に連結できるものであって、上横枠材の連結が容易にできる
ものである。
【００１５】
また本発明の請求項３の発明は、請求項１において、縦枠材の内面の上端に水平方向に係
合凹溝 設 ると共に上横枠材の長手方向の両端に係合突部が設 、係合凹溝に
対して係合突部 前後方向の移動で挿入 係合凹溝に係合突部 係合 ことで上
横枠材 縦枠材の上端間に架設 ので、両側の縦枠材の上端間に亙るように上横枠材
を配置し、上横枠材を前後方向に移動させて係合突部を係合凹溝に係合させることで上横
枠材の両端を縦枠材の上端に連結できるものであって、上横枠材の連結が容易にできるも
のである。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）は本発明の実施の形態の一例の開口部に開口枠を取り
付ける状態を説明する概略斜視図である。
【図２】同上の下横枠材と縦枠材とを係合する部分の分解斜視図である。
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【図３】同上の下横枠材と縦枠材とを結合した部分を示し、（ａ）は側面図、（ｂ）は平
面図、（ｃ）は断面図である。
【図４】同上の係合具を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は左側面図、（ｃ）は右側面図、
（ｄ）は底面図、（ｅ）は断面図である。
【図５】同上の上横枠材と縦枠材とを係合する部分を示し、（ａ）は分解斜視図、（ｂ）
は正面図である。
【図６】同上の上横枠材を取り付ける状態を示す概略斜視図である。
【図７】同上の上横枠材と縦枠材とを係合する部分の他例の構造を示す分解斜視図である
。
【図８】（ａ）は同上の上横枠材と縦枠材とを係合連結した部分の平面図、（ｂ）は上横
枠材と縦枠材とを係合連結した部分の一部切欠斜視図である。
【符号の説明】
１　開口部
２　下横枠材
３　縦枠材
４　上横枠材
６　係合片
７　被係合片
８　係合凹溝
９　係合突部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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